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2広報 平成19年9月号

表紙の写真コメント

　　　御荘夏まつりの「浴衣美人コンテスト」（18名が参加）に出場された、四国銀行御荘支店にお勤めの
亀田千明さんです。

8/21

町
長
の
行
動

　

7
月
は
、
一
般
国
道
56
号
一
本
松
宇
和
島
間
整
備

促
進
協
議
会
監
事
と
し
て
知
事
へ
要
望
（
11
日
、
松

山
市
）、
愛
媛
県
市
町
合
併
推
進
協
議
会
第
4
回
会
議

（
13
日
、
松
山
市
）、
四
国
地
方
公
共
工
事
品
質
確
保

推
進
協
議
会
（
18
日
、
高
松
市
）、
四
国
防
災
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
（
23
日
、
高
松
市
）、
全
国
町
村
会
役
員
会
・

臨
時
総
会
（
26
・
27
日
、
東
京
都
）、
愛
媛
県
四
国
縦
貫
・

横
断
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
（
31
日
、
高
松
市
）

な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

8
月
は
、
災
害
対
策
本
部
会
議
（
2
日
）、
日
本
食

研
社
長
と
の
懇
談
（
3
日
、
今
治
市
）、
早
稲
田
i
n

宿
毛
（
4
日
、
宿
毛
市
）、
四
国
西
南
地
区
少
年
剣
道

大
会
（
5
日
）、
え
ひ
め
ト
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
内

海
地
区
別
懇
談
会
（
6
日
、
西
予
市
ほ
か
）、
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
愛
媛
県
大
会
・
御
荘

地
区
別
懇
談
会
（
7
日
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
先
月
の
台
風
4
号
に
続
き
、
本
町
に
来

襲
し
た
台
風
5
号
に
備
え
、
防
災
対
策
本
部
を
設
置

し
ま
し
た
が
、
大
規
模
な
災
害
も
な
く
安
堵
し
ま
し

た
。
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
た
準
備
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
声
を
県
政
に
活
か
そ
う
と
開
催
さ

れ
た
「
え
ひ
め
ト
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
た
障
害
者
就
労
支
援
事
業

と
し
て
、
山
出
憩
い
の
里
温
泉
の
運
営
を
お
願
い
し

て
い
る
「
N
P
O
ハ
ー
ト
i
n
ハ
ー
ト
な
ん
ぐ
ん
市
場
」

の
取
組
と
、
空
き
家
・
遊
休
農
地
バ
ン
ク
の
創
設
等

の
新
規
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
積
極
的
な
都
市
と
の
交
流
を
図
り
、

活
力
あ
る
地
域
の
創
造
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

御荘文化センターで開催され
た「平成 19年度戦没者追悼
式」に参加し、先の大戦で亡
くなられたすべての御霊に対
し、哀悼の言葉を述べました。

8/15

7/24
　「第2回えひめファミリーふれあいグラウンド・ゴルフ大会」

で、増田澄
すみ

雄
お

さん・松本大
ひろ

仁
ひ と

くん (御荘平城 )ペア（写真右側）

が1位、草木原富
ふ

士
じ

子
こ

さん・草木原舞
まい

さん (中浦 )ペアが2

位になりました。

8/10

　町内では珍しく、お墓
で実施されている御荘平
城地区5常会 (本町・寺
新町・栄町・上町・馬場 )
の盆踊りを取材させてい
ただきました。盆踊りは、
祖霊になった人々との別
れを惜しみ、人の出会
いや別れとともに過ぎ行
く夏を惜しむ踊りといわ
れ、各地区で盆踊りが踊
られています。

8/14

　県中学総体（大

会新で優勝）・四

国中学総体の 1

年男子 1500mで

優勝した、城辺

中学校 1年の入

江龍
りゅう

星
せ い

くんです。

8/20
　愛南町職員組合が、

新潟県中越沖地震の義

援金として378,000 円

（理事者・職員 617名

及び平城小学校・深浦

小学校の教職員等）を、

愛媛新聞社を通じて被

災地に送りました。

8/16

写真前列左から、「第23回全国わんぱく相撲大会」に出場

した岩村孔
こう

成
せ い

くん (一本松小6年 )・山木穣
じょう

くん (赤水小4年 )・

中川裕
ゆう

太
た

くん (家串小5年 )と、全国小学生陸上競技交流大

会に出場した松比良奨
すすむ

くん (城辺小6年 )です。
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町長の行動

目次

人命救助に燃える！

あの時、あの記憶・・・

あいなん歳時記

町政フラッシュ

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

愛は南から

▲全日本剣道連盟から「少年剣道

教育奨励賞」の表彰を一本松剣道

会が受け、指導者の岩村斉
ひとし

さんに

伝達されました。

p2

p3

p4～

p7

p8～

p10

p17

p18～

p20～

p22～

p24

▲かわいい浴衣姿のチビッコで賑わった
　「第 21 回御荘病院夏祭り」

7/27

▲ 映画「日 -hitsuki- 月」の制作スタッフの皆さん

8/10
▲ 須ノ川公園に飾られたヒオウギ貝
のキャンドルです

8/1

▲ 城辺夏まつりの踊り子の皆さん

8/5

8/21

▲ 審査員特別賞に輝いた薬師寺恵
め ぐ み

美さん
　（城辺甲）

8/1

▲盛り上がった城辺サンバ
踊り

▲コーラ早飲み大会
（御荘夏まつり）

8/21
▼ 青年部特別賞に輝いた

　小島優
ゆ

里
り

さん（内海地域出身）

8/21

8/1

▲ かわいい浴衣姿で「城辺夏ま
つり」を楽しんでいました

浴衣美人コンテスト（御荘夏まつり）
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人
命
救
助
に
燃
え
る
！

特集

1
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消
防
署
で
、
ビ
ル
な
ど
の
建
物
か
ら
隣
接
す
る
建
物
へ
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
侵
入
す
る
救
助
方
法
の
正
確
さ
と
速

さ
を
競
う
「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」
が
行
わ
れ
、
9
名
の
消
防
隊
員
が
署
内
選
考
会
に
挑
み
ま
し
た
。
な
お
、

優
勝
し
た
第
3
小
隊
の
清
家
克か

つ

己き

隊
員
が
、
7
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
36
回
四
国
地
区
消
防
救
助
技
術
指
導

会
」
に
出
場
し
、
入
賞
し
ま
し
た
。

　

消
防
隊
員
の
皆
さ
ん
は
、
11
名
体
制
で
3
つ
の
小
隊
に
分
か
れ
、
体
力
強
化
や
救
助
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
、

日
々
厳
し
い
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
よ
る
消
火
訓
練
、
火
災
時
を
想
定
し

た
水
利
や
消
防
車
の
進
入
経
路
等
の
調
査
、
消
防
車
両
や
救
助
資
機
材
、
消
防
団
ポ
ン
プ
の
保
守
点
検
等
に
努
め

て
い
ま
す
。

私たちが、愛南町を守ります！



6広報　　　　　　　　 平成19年9月号

救急車の活動状況について、
お知らせします。

救急車を呼ぶ時(119番通報)の正しい電話のかけ方は!
　以下のとおり、消防署員がお聞きしますので、慌てずに次の例のように答えてください。なお、携帯

電話からも、通話エリアなら、どこからでも119番通報が可能になりましたが、電波を受信するアンテ

ナのある地域の消防本部につながりますので、ご注意ください。

(1)愛南町消防署です。火事ですか? 救急ですか?

「火事です」か「救急です」と、どちらかを答えてください。

(2) 場所はどこですか

「地域か地区名、付近の目標物や番地等」を、不明の場合は、付近の方に住所を聞くか、
電話をかわってもらう。

(3)状況について
　現在の状況・年齢・性別を見たままに話し、対応者の問いに落ち着いて答える。意識が有るか無いか
は、できるだけ伝える。

(例)急病の場合
  現在の状況・年齢・性別、吐き気、ケイレン等を見たままに話し、既往歴、かかりつけの病院など、
わかる範囲の事を伝える。

(4)あなたの名前と電話番号を教えてください。

「私の名前は○○で、電話番号は○○です」

救　急 救　助 火　災

平成18年度 1,078 14 15

平成19年度
（7月31日現在）

314 3 7

救急車の出動件数です
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8
月
4
日
・
5
日
の
二
日
間
、
D
E
・
あ
・
い
・
21
で
、
杉
田
こ
の
み
さ
ん
（
松
山
市
出
身
）
の
自
主

制
作
映
画
「
日
ー
h
i
t
s
u
k
i
ー
月
」
の
上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
、
豊
後
水
道

に
侵
入
す
る
敵
の
潜
水
艦
や
艦
船
を
監
視
す
る
日
本
海
軍
要
塞
の
「
由
良
衛
所
」
を
舞
台
に
、
生い

の

ち命
の
尊
さ

や
平
和
の
大
切
さ
を
描
い
た
映
画
で
す
。
そ
の
映
画
に
祖
父
役
で
出
演
さ
れ
て
い
た
中
尾
茂し

げ

賀よ

し

さ
ん
（
御

荘
平
城
）に
、
悲
惨
な
戦
争
体
験
や
映
画
に
携
わ
っ
て
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

中
尾
さ
ん
は
『
昭
和
19
年
末
、
城
辺
の
諏
訪
神
社
境
内
か
ら
、
沢
山
の
人
・
旗
の
波
に
見
送
ら
れ
、
15

歳
で
神
奈
川
県
藤
沢
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
た
。
伊
豆
・
下
田
の
特
攻
基
地
を
経
て
、
佐
世
保
海
軍
航
空

隊
で
終
戦
を
迎
え
た
。
1
ヵ
年
に
も
満
た
な
い
軍
隊
生
活
だ
っ
た
が
、
忍
に
徹
し
た
厳
し
い
訓
練
で
鍛
え

ら
れ
た
。
そ
れ
に
耐
え
た
根
性
が
、
今
の
私
を
支
え
て
い
る
。
同
時
に
、
常
時
、
艦
内
や
機
上
生
活
を
想

定
し
、
整
理
整
頓
・
節
水
節
約
・
時
間
厳
守
な
ど
、
何
時
の
世
に
で
も
通
じ
る
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
培

わ
れ
た
。
特
に
、
伊
豆
は
兵
舎
で
な
く
、
一
般
民
家
へ
の
分
宿
だ
っ
た
た
め
「
家
族
の
助
け
合
う
姿
」

「
地
域
・
隣
組
の
協
力
体
制
」
な
ど
、
ど
の
家
庭
も
母
親
を
中
心
に
、
助
け
合
っ
て
の
生
活
だ
っ
た
こ

と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
杉
田
さ
ん
の
映
画
は
、
美
し
い
愛
南
の
自
然
風
景
と
戦
争
遺
跡
が
印
象

的
だ
っ
た
が
、
上
官
の
体
罰
に
耐
え
切
れ
ず
自
殺
し
た
戦
友
を
回
想
す
る
祖
父
と
、
不
登
校
で
悩
み
自
殺

し
た
同
級
生
を
思
う
孫
が
、
互
い
に
友
を
信
じ
「
愛
し
合
う
心
の
結
び
つ
き
」
「
心
温
か
い
家
庭
生
活
の

営
み
の
大
切
さ
」
に
気
付
い
て
い
く
と
い
う
内
容
で
「
戦
争
と
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の

だ
っ
た
。
私
も
、
残
さ
れ
た
人
生
を
ど
う
生
き
る
べ
き
な
の
か
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
』
と
語
ら
れ
、
と
て
も
感
慨
深
い
取
材
と
な
り
ま
し

た
。

　

戦
後
62
年
が
経
過
し
た
今
日
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
痛
ま
し
い
戦

災
の
記
憶
は
、
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
、
次
第
に
風
化
し

つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
に
も
、
本
町
に
は
「
紫
電
改
や
由
良
衛
所
」
な
ど
、
当
時
の

様
子
を
物
語
る
貴
重
な
戦
争
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の

悲
惨
な
戦
争
の
事
実
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
、
生
命
の
尊
さ
を
感
じ
る

感
性
が
養
わ
れ
、
引
い
て
は
、
恒
久
平
和
を
希
求
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

あ
の
時
、

あ
の
記
憶
・
・
・　

南レク馬瀬公園「紫電改保存館」より、遠く由良半島を望む
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あ
い
な
ん
歳
時
記

城
辺
夏
ま
つ
り

8/

1　

城
辺
地
域
の
「
夏
ま
つ
り
」
は
、
俳
句
や
川
柳
が
書
か
れ
た
行
灯
で
飾
ら
れ
た
通
り
に
、
多
く
の
団
体
や

露
店
商
の
出
店
が
並
び
、
城
辺
小
学
校
鼓
笛
隊
を
皮
切
り
に
、
城
辺
音
頭
や
サ
ン
バ
の
踊
り
子
た
ち
が
華
や

か
に
踊
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
城
辺
支
所
前
広
場
で
は
鳴
子
を
手
に
し
た
「
よ
さ
こ
い
に
っ
ぽ
ん
須
賀

連
」
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
踊
り
、
伊
藤
嘉

よ

し

晃あ

き

さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
本
物
の
迫
力

に
圧
倒
さ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。
僧
都
川
河
川
敷
で
は
、
目
の
覚
め
る
よ
う
な
レ
ー
ザ
ー
光
線
と
、
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
音
響
に
合
わ
せ
た
仕
掛
け
花
火
に
、
多
く
の
見
物
客
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

一
本
松
夏
ま
つ
り

7/

21
本
町
で
、
一
番
早
い
夏
祭
り
と
な
る
一
本
松
地
域
の
夏
祭
り

（
通
称
、
「
輪
ぬ
け
祭
り
」
）
が
開
催
さ
れ
、
も
ち
投
げ
や
地
元

壮
年
グ
ル
ー
プ
、
青
年
団
等
に
よ
る
露
店
が
出
さ
れ
、
か
わ
い
い

浴
衣
姿
の
子
供
た
ち
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
約
1,
0
0
0
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
夜
遅
く
ま
で
、
夜
空
を
見
上
げ
る
家
族
連
れ
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
、
活
気
の
あ
る
「
夏
祭
り
」
と
な
り
ま
し
た
。



9 広報　　　　　　　　 平成19年9月号

御
荘
夏
ま
つ
り

8/
　21　

本
町
の
最
後
を
彩
る
御
荘
地
域
の
「
夏
ま
つ
り
」
は
、
小
中
学
生
ほ
か
に
よ
る
踊
り
や
樽
み
こ
し
の
パ

レ
ー
ド
、
僧
都
川
河
川
敷
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
チ
ビ
ッ
コ
の
日
焼
け
具
合
や
艶
や
か
な
浴
衣
姿
を
競
う

コ
ン
テ
ス
ト
、
コ
ー
ラ
早
飲
み
大
会
、
南
宇
和
高
校
吹
奏
楽
部
、
ダ
イ
ヤ
ル
グ
ル
ー
プ
、
太
鼓
集
団
「
雅
」

の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
観
自
在
寺
境
内
で
は
、
歌
手
の
香
山
み
ど
り
さ
ん
を
迎
え
て
カ
ラ
オ
ケ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
僧
都
川
河
口
ほ
か
、
2
箇
所
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
約
1,
9
0
0
発
の
花
火

シ
ョ
ー
を
、
多
く
の
見
物
客
が
楽
し
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

西
海
海
中
公
園
ま
つ
り

8/
　4　

西
海
地
域
の
「
夏
ま
つ
り
」
は
、
県
内
で
も
珍
し
い
1
尺
5
寸

玉
を
含
め
た
約
2,
0
0
0
発
の
花
火
が
「
ま
つ
り
」
の
主
役
で

す
。
海
に
映
る
色
鮮
や
か
な
花
火
は
、
多
く
の
見
物
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
地
元
商
工
会
青
年
部
や
婦
人
部
に
よ
る
物
産
販
売
や

露
店
に
、
子
ど
も
た
ち
も
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
そ
の
他
「
ア
ー

ト
バ
ル
ー
ン
」
や
和
太
鼓
と
三
味
線
の
演
奏
も
あ
り
、
華
や
か
で

楽
し
い
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

グランプリに輝いた桜内美保さん（四万十市）
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議
会
事
務
局
か
ら

長
岡
市
行
政
視
察
報
告

総
務
課
課
か
ら

　

町
議
会
で
は
、
今
後
の
町
政
を
考
え
て
い

く
上
で
の
参
考
に
な
れ
ば
と
の
思
い
と
、
議

会
の
政
策
立
案
機
能
の
充
実
・
強
化
の
た

め
、
２
年
に
一
度
、
先
進
市
町
の
行
政
視
察

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
近
い
将
来
、

確
実
に
起
こ

る
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い

る
南
海
地
震

に
対
す
る
対

策

に

つ

い

て
、
平
成
16

年
10
月
23
日

に
発
生
し
た

中
越
地
震
に

お
け
る
新
潟

県
長
岡
市
の

取
組
み
と
復

旧
ま
で
の
対
応
及
び
活
動
に
つ
い
て
学
ぼ
う

と
、
７
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
町
議
会
議
員

及
び
事
務
局
職
員
15
名
と
町
防
災
担
当
職
員

１
名
の
計
16
名
で
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
し
ま
す
。

　

新
潟
県
の
中
程
に
位
置
す
る
長
岡
市
は
、

平
成
17
・
18
年
と
二
度
の
合
併
に
よ
り
、
人

口
28
万
人
余
り
の
特
例
市
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
地
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
も
多
く
と
り

あ
げ
ら
れ
た
山
古
志
村
も
、
現
在
、
長
岡
市

と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
越
地
震
に
よ
る
震
度
６
の
揺
れ
は
死

者
22
名
、
負
傷
者
２
，３
７
６
名
、
建
物
被

害
８
万
６
，８
８
７
棟
な
ど
被
害
総
額
は
５
，

０
０
０
億
円
を
超
え
る
甚
大
な
も
の
で
し

た
。
現
在
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
は
急
ピ
ッ

チ
で
復
旧
が
進
み
、
中
心
部
で
は
そ
れ
ほ

ど
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
旧
山
古
志
村
で

は
、
ま
だ
災
害
の
爪
あ
と
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
土
砂
崩
れ
に
よ
り
取
り
残
さ
れ
た
車
は

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
泥
に
埋
ま
っ
た
ま
ま

の
集
落
に
は
誰
も
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
、
別

の
土
地
へ
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今

や
っ
と
住
居
の
基
礎
工
事
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

「
山
が
割
れ
、
地
面
が
裂
け
た
。
で
も
命

が
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
。
自
分
と
妻
と
家
族

の
命
が
あ
れ
ば
何
も
な
く
て
も
い
い
と
思
っ

た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
悪
い
人
は
い
ま
せ

ん
。
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
、
旧
山
古
志
村
の
担
当
者
の
方
の
ぼ

く
と
つ
な
語
り
は
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
、
こ
の
言
葉
を
愛
南
町
へ
の

エ
ー
ル
と
受
け
取
り
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
ど
も
が
長
岡
市
で
の
視
察
を

終
え
た
５
日
後
、
再
び
新
潟
を
地
震
が
襲

い
、
被
災
地
の
方
に
と
っ
て
は
、
隣
の
柏
崎

市
を
中
心
と
す
る
震
度
６
強
の
揺
れ
は
、
３

年
前
の
震
災
を
思
い
起
こ
す
も
の
だ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
万

全
に
整
備
さ
れ
、
ど
ん
な
事
態
に
も
対
応
で

き
ま
す
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
長
岡
市
の
担
当

者
も
、
予
期
し
て
準
備
を
し
て
い
た
と
は
い

え
愕
然
と
し
た
に
違
い
な
く
、
一
刻
も
早
い

復
旧
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
視
察
は
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
研

修
を
行
う

た
め
、
町

の
防
災
担

当
者
に
も

同
行
を
し

て
い
た
だ

き
ま
し
た

が
、
事
前

に
質
問
趣

意
書
を
送

付
し
、
そ
の
質
問
事
項
に
沿
っ
た
形
で
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
問

題
意
識
を
持
っ
て
臨
み
、
充
実
し
た
研
修
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
議
会
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、

こ
の
視
察
研
修
を
活
か
し
た
災
害
対
策
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会
の
無
知
が

住
民
の
不
利
益
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
常
に
変
化

す
る
社
会
情
勢
等
を
見
極
め
、
学
ん
で
い
く

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
町
財
政

の
厳
し
い
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、

ど
う
か
こ
の
点
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
も
ご
理
解
を
願
え
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

（
文　

町
議
会
副
議
長　

那
須
芳よ
し

人と

）

中越地震の義援金を長岡市社会福祉協

議会に手渡す土居尚
なお

行
ゆき

議長（写真右側）

　

広
報
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
個

人
情
報
漏
え
い
事
象
」
に
つ
い
て
、
こ
の
事

象
の
原
因
元
で
あ
る
㈱
デ
ン
ケ
ン
に
対
し

て
、
次
の
と
お
り
損
害
賠
償
の
請
求
を
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

損
害
賠
償
金
及
び
対
応
に
要
し
た
経
費
に
つ

い
て
は
、
９
月
13
日
開
催
予
定
の
「
第
３
回

町
議
会
定
例
会
」
に
、
補
正
予
算
と
し
て
提

出
す
る
予
定
で
す
。

損
害
賠
償
に
つ
い
て

●
請
求
額　

１
，４
５
３
万
２
千
円

内
訳
（
職
員
手
当
等
の
人
件
費

１
，０
５
９
万
円
、
通
信
運
搬
費

３
２
３
万
８
千
円
、弁
護
士
料
30
万
円
、

そ
の
他
40
万
４
千
円
）

●
請
求
先　

株
式
会
社
デ
ン
ケ
ン

●
請
求
日　

８
月
13
日（
月
）

●
支
払
期
限　

８
月
31
日（
金
）

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務

及
び
監
査
業
務
に
つ
い
て
、
西
日
本
電
信
電

話
㈱
愛
媛
支
店
と
委
託
契
約
を
結
び
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
、
電
算
シ
ス
テ

ム
の
保
守
・
運
用
手
順
の
整
備
や
職
員
研
修

等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
委
託
業
者
に
よ

る
点
検
や
評
価
を
行
い
、
そ
の
問
題
点
を
把

握
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
本
庁
及
び
各
支

所
内
に
は
「
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
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生
涯
学
習
課
か
ら

愛
南
町
文
化
財
に
新
し
く
８
点
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

生
涯
学
習
課
か
ら

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
及

び
包
蔵
地
変
更
の
お
知
ら
せ

ま
ず
は
相
談
を
！

〜
開
発
に
は
事
前
の
届
出
が
必
要
で
す
〜

　

現
在
（
平
成
19
年
４
月
）
町
内
に
は
、
文

化
財
保
護
法
に
よ
り
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
土
地
が
68
ヵ
所

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地
で
土
木
工
事
な

ど
の
開
発
行
為
に
か
か
る
場
合
、
最
低
30
日

前
ま
で
に
県
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
県
か
ら
の
指
示
が
で
る
ま
で

工
事
に
と
り
か
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
発
掘
な
ど
の
調
査
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

工
事
を
円
滑
に
進
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
規
模
の
大
小
に
関
係
な
く
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
は
？

　

貝
塚
、
古
墳
な
ど
外
形
的
に
判
断
で
き
る

も
の
の
ほ
か
、
口
伝
、
古
文
書
、
古
地
図
、

古
絵
図
、
調
査
研
究
報
告
書
な
ど
に
よ
っ

て
、
土
地
の
中
に
文
化
財
が
埋
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
そ
の
地
域
社
会
に
知
ら
れ
て
い
る

土
地
の
こ
と
で
す
。

開
発
行
為
と
は
？

　

単
に
掘
削
行
為
だ
け
で
な
く
、
盛
土
や
構

築
物
の
建
築
な
ど
で
実
質
的
に
遺
跡
（
埋
蔵

　

７
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
教
育
委
員
会
に

お
い
て
、
有
形
民
俗
文
化
財
７
点
及
び
有
形

文
化
財
１
点
を
新
規
指
定
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

・
有
形
民
俗
文
化
財
７
点
…
遍
路
関
係
版
木

埋蔵文化財包蔵地名（計68ヵ所）
所在地 包蔵地名

御　荘　地　域

深　泥 深泥遺跡

平　城

馬瀬遺跡

節崎遺跡

八幡野遺跡

猪ノ尻遺跡

法華寺遺跡

平城貝塚

菊　川 銭坪遺跡

平　城

貝塚遺跡

永の岡遺跡

源駄場遺跡

長　月 御荘焼窯跡

深　泥 深泥Ⅱ遺跡

和　口 和口西の駄場遺跡

平　城

日枝神社遺跡

日向谷遺跡

大谷遺跡

長　月 安住寺五輪塔

平　城 岡村松軒翁の墓

菊　川 風ヶ森城跡

長　月 永月城跡

平　山 大島遺跡

内　海　地　域

柏

串ヶ岡（赤樫）城跡

鳥巣（城首・鳥首）城跡

矢落遺跡

小山畑遺跡

平　碆
本谷しく様遺跡

白王山遺跡

油　袋
五輪墓跡

五輪墓跡

須ノ川 法華石城跡

油　袋 五輪墓跡

一　本　松　地　域

中　川
茶堂遺跡

茶堂Ⅱ遺跡

増　田 猿越城跡

広　見
札掛遺跡

広見遺跡

増　田 峠の城跡

正　木 ムソノ城跡

西　海　地　域

小浦 小浦墓地

城　辺　地　域

緑　甲

梶郷駄場Ⅰ遺跡

梶郷駄場Ⅱ遺跡

梶郷駄場Ⅲ遺跡

大道下遺跡

樫　床 太場遺跡

緑当時 緑当時遺跡

城辺乙 愛宕山遺跡

城辺甲 城辺小学校校庭遺跡

城辺乙 三島岡遺跡

城辺甲 久保遺跡

鳥　越 鳥越遺跡

久　良 天嶬の鼻遺跡

緑　乙 緑城跡

城辺甲 数城跡

城辺乙 御陣山城跡

城辺甲
常盤城跡

大森城跡

久　保 大谷の砦跡

鯆　越 太郎谷砦跡

古　月 鳶の巣城跡

長　野 不老の砦跡

下長野 一夜城跡

緑
御荘焼一木窯跡

御荘焼早崎窯跡

豊　田 御荘焼豊田窯跡

天嶬鼻
高野長英築造の台場跡

天嶬の鼻砲台場石塁

樫　床 ホリキリ

（
八
十
八
箇
所
本
尊
図
・
庚
申
図
・
十
三

仏
・
尊
師
伝
承
図
・
七
夕
図
・
守
札
・
遍
路

図
）

・
有
形
文
化
財
１
点
…
篠
山
絵
図

遍
路
関
係
版
木
は
、
昔
の
遍
路
巡
礼
者

文
化
財
）
の
状
況
を
変
化
さ
せ
た
り
、
事
後

の
調
査
を
不
可
能
に
す
る
行
為
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

お
知
ら
せ
！

　

愛
南
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
の
現
地

調
査
に
よ
っ
て
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
「
御
荘
焼
窯
跡
」
は
御
荘
長
月
１
２
６
５

番
地
全
域
か
ら
１
２
６
５
番
地
の
一
部
約

８
５
０
㎡
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
せ　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
℡

７
３
―

１
１
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
お
遍
路
さ
ん
）
が
巡
礼
の
際
に
買
っ
て
帰

る
お
み
や
げ
の
刷
り
物
の
原
版
で
、
現
存
し

て
い
る
物
が
少
な
く
大
変
貴
重
な
も
の
で

す
。
も
う
一
点
の
篠
山
絵
図
に
つ
い
て
は
、

篠
山
山
頂
を
中
心
に
描
か
れ
た
古
地
図
で
、

当
時
の
人
々
の
測
量
技
術
の
高
さ
が
窺
え
る

大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
一
本
松
郷
土
資
料
館
に
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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総
務
課
か
ら

「
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
」
で
、
屋
外
放
送
設

備（
深
浦
）、大
太
鼓（
垣
内
）を
整
備
し
ま
し
た

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム「
応

援
サ
ポ
ー
タ
ー
」募
集
の
お
知
ら
せ

企
画
財
政
課
か
ら

「
町
人
材
育
成
事
業
補
助
金
」

活
用
の
お
知
ら
せ

企
画
財
政
課
か
ら

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
19
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
て
、

深
浦
地
区
に
屋
外
放
送
設
備
（
ア
ン
プ
一

式
・
屋
外

ス

ピ

ー

カ
ー
を
計

11
箇
所
）

を
、
垣
内

地
区
に
盆

踊
り
や
秋
祭
り
に
使
用
す
る
大
太
鼓
を
、
新

た
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

と
し
て
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
受
け
入
れ

た
宝
く
じ
の
収
益
を
財
源
と
し
て
、
住
民
の

自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
施
設
又
は
設
備
等
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
事
業
に
つ
い

て
の
ご
要
望
等
、
詳
し
く
は
総
務
課
（
℡

７
２
―

１
２
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
で

は
、
魅
力
あ
る
農
林
漁
家
民
宿
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

心
を
持
ち
、
活
動
へ
の
協
力
が
で
き
る
県
内

外
の
個
人
・
団
体
を
対
象
に
「
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
の
地
域
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
や
国
際
化
時

代
及
び
情
報
化
時
代
に
対
応
で
き
る
広
い
視

野
と
国
際
感
覚
を
持
っ
た
「
ひ
と
づ
く
り
」

を
目
的
と
し
て
、
平
成
17
年
度
４
月
に
制
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

○
こ
の
事
業
に
お
け
る
補
助
金
額
の
範
囲

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
国
内
研
修
は
、
必
要
経
費
（
食
糧
費
を

除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の

２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
人
当
た
り

10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

⑵
国
外
研
修
は
、
必
要
経
費
（
食
糧
費
を

除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の

２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
人
当
た
り

30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

⑶
学
習
会
、
講
座
及
び
研
修
会
の
参
加
又

は
開
催
に
必
要
な
経
費
（
食
糧
費
を
除

く
報
償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、
役
務

費
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
）
の
２
分
の
１

以
内
と
し
、
50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

○
補
助
金
交
付
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。⑴

町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方
で
、
今
後

も
引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
方

⑵
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
意
思
の
あ
る
方

⑶
町
の
振
興
及
び
活
性
化
に
自
ら
取
組

み
、
か
つ
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が
果
た

せ
る
方

○
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は

事
業
実
施
の
１
ヵ
月
前
ま
で
に
、
企
画
財

政
課
に
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
愛
南
町
人
材
育
成
事
業
審
査

会
で
内
容
を
審
査
し
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
】
詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

募
集
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
周
辺
に
Ｐ
Ｒ

②
情
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
等
に
関

す
る
技
術
提
供
や
広
報
活
動

③
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
協
力

　

以
上
の

活
動
に
、

可
能
な
範

囲
で
ご
参

加
い
た
だ

け
る
方
は
、

９
月
28
日（
金
）ま
で
に
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
連
絡
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
申
込
み
用
紙
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
同
研
究
会
で

は
、
新
た
に
農
林
漁
家
体
験
や
民
宿
の
開
業

等
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
研
修
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
せ　

詳
し
く
は
、
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
、
℻
７
２
―

６
６
５
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
で
は
、
国
民
の
普
段
の
就
業
・
不

就
業
の
状
態
を
調
べ
る
た
め
、
10
月
１
日
に

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
愛
南

町
で
の
調
査
地
区
は
11
地
域
で
、
無
作
為
に

抽
出
し
た
世
帯
（
約
１
７
０
世
帯
）
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯

に
は
、
９
月
下
旬
に
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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財
産
管
理
課
か
ら

町
営
住
宅
の

入
居
者
募
集
に
つ
い
て

町
民
課
か
ら

年
金
時
効
特
例
法
に
つ
い
て

総
務
課
か
ら

特
設
行
政
相
談
所
の
開
設
に

つ
い
て

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
町
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
入
居
を

ご
希
望
の
方
は
、
関
係
書
類
を
添
え

て
本
庁
財
産
管
理
課
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

１
住
宅（
空
家
）の
概
要

　

下
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
申
込
受
付
期
間

９
月
５
日（
水
）〜
14
日（
金
）

受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
は
除
き
ま
す
）

３
入
居
者
資
格
（
次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

⑴
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、

及
び
町
内
に
居
住
を
希
望
し
て

い
る
方
で
、
住
宅
に
お
困
り
の

方
。

⑵
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
。

⑶
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い

て
は
、
現
に
同
居
し
、
又
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約

者
を
含
む
。
た
だ
し
婚
約
者
は

入
居
後
３
カ
月
以
内
に
婚
姻
す

る
こ
と
）
が
い
る
方
。

住宅名（区分） 住宅所在地 構　造 空部屋の概要

月別家賃 敷　金 共益費 その他特記事項

八幡野団地（公営住宅） 御荘平城1448番地 鉄筋4階建（築31年） Ａ-2棟35号 3DK 52.4㎡

10,500円～17,500円 家賃の3ヵ月分 有

中原団地（公営住宅） 城辺甲10番地3 鉄筋3階建（築10年） 204号 3DK 75.4㎡

21,800円～36,200円 家賃の3ヵ月分 有 電化住宅 駐車場使用料別

猿田団地（特定公共賃貸住宅） 城辺甲3851番地1 鉄筋3階建（築12年） 104号.201号 3DK 76.46㎡

53,000円 家賃の3ヵ月分 有 電化住宅 駐車場使用料別

徳田住宅（特定公共賃貸住宅） 正木1129番地1 木造2階建（築14年） 1号 3DK 88.44㎡

35,000円 家賃の3ヵ月分 有

脇田団地（特定公共賃貸住宅） 柏369番地 鉄筋3階建（築10年） A棟101号,302号 3LDK 106.62㎡

38,000円 家賃の3ヵ月分 有 電気温水器

※今回募集の公営住宅は世帯向け住宅のため、家族のある方を優先いたします。
※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。

※
な
お
、
収
入
に
よ
り
各
住
宅
の
入
居
資
格

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

４
申
込
方
法
等

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財
産
管
理
課

住
宅
係（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
年
金
の
増
額
分

は
、
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
分
を
含
め
て
、

ご
本
人
ま
た
は
、
遺
族
の
方
へ
全
額
お
支
払

い
す
る
た
め
の
「
年
金
時
効
特
例
法
」
が
制

定
さ
れ
、
平
成
19
年
７
月
６
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
結

果
、
年
金
が
増
額
し
た
場
合
で
も
、
時
効
消

滅
に
よ
り
直
近
の
５
年
間
分
の
年
金
に
限
っ

て
お
支
払
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
年
金
時
効
特
例
法
の
成
立
に
よ
り
、
全

期
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
お
支
払
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

既
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
方

①
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金
額
が
増
え
た
方

・
年
金（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）の
時
効
消
滅

分
が
全
期
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
わ
れ

ま
す
。

②
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金
の
受
給

資
格
が
確
認
さ
れ
、
新
た
に
お
支
払
い
す

る
こ
と
と
な
っ
た
方

・
年
金
（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）
の
時
効

消
滅
分
が
全
期
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

③
①
や
②
に
該
当
す
る
方
が
、
亡
く
な
ら
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
ご
遺
族
の
方

・
未
支
給
年
金
の
時
効
消
滅
分
が
支
払
わ
れ

ま
す
。(

ご
遺
族
の
範
囲
は
、お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
当
時
、生
計
を
同
じ
く
さ
れ
て

い
た
方
に
限
り
、配
偶
者
、子
、父
母
、孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
と
な
り
ま
す
）

今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
方

　

今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
結
果
、
上

記
①
〜
③
と
同
じ
よ
う
に
年
金
額
が
増
え
る
方

　

・
増
額
さ
れ
た
年
金
や
未
支
給
年
金
が
全

期
間
分
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
宇
和
島
社
会
保
険
事
務
所
」ま

た
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」（
０
５
７
０
―

０
５

―

１
１
６
５
）ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

日　

時　

９
月
18
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場　

所　

町
商
工
会
城
辺
支
所

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

10
月
11
日（
木
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

場
所　

城
の
辺
学
習
館

内
容　

国
の
行
政
に
関
す
る
も
の
で
、
道
路
、

交
通
安
全
、
登
記
、
郵
便
、
消
費
生
活
、
社

会
福
祉
、
公
害
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
関

す
る
意
見
・
要
望
な
ど
で
す
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
平
成
19
年
度
介
護
教
室
」

開
催
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課
か
ら

10
月
は
、「
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
月
間
」
で
す

商
工
観
光
課
か
ら

資
格
商
法
の

二
次
被
害
に
ご
用
心

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
宅

で
要
介
護
者
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
や
介

護
に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
に
、次
の
と
お
り

「
平
成
19
年
度
介
護
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
内
容
】

日　

時

内　

容

講　

師

９
月
20
日（
木
）

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

「
高
齢
者
の
口
腔

ケ
ア
に
つ
い
て
」

〜
口
腔
ケ
ア
を
怠

る
と
…
〜　

た
か
は
し
歯
科

医
学
博
士

高
橋　

啓
先
生

10
月
11
日（
木
）

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

「
高
齢
者
の
口
腔

ケ
ア
の
実
際
」

〜
正
し
い
口
腔
ケ

ア
を
学
び
ま
し
ょ

う
〜

歯
科
衛
生
士

吉
弘　

幸
先
生

11
月
２
日（
金
）

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

「
本
人
主
体
の
介

護
に
つ
い
て
」

〜
寝
た
き
り
に
さ

せ
な
い
た
め
に
〜

町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員

11
月
16
日（
金
）

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

「
介
護
者
の
た
め

の
体
操
」

〜
介
護
で
体
を
壊

さ
な
い
よ
う
に
〜

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー

運
動
指
導
士

　

清
水
良
一
先
生

【
開
催
場
所
】　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
県
立
南
宇
和
病
院
隣
）
創
造
交
流
室

【
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先
】　

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）
へ
、
９
月
13
日（
木
）ま
で
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
〈
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
〉

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
を

　

毎
年
６
，０
０
０
名
の
方
が
、
突
然
、
白

血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
「
骨
髄
液
の
提
供
（
骨
髄
移
植
）」
と
い

う
あ
な
た
の
善
意
が
、
骨
髄
移
植
以
外
に
治

療
方
法
の
な
い
、
白
血
病
や
重
症
再
生
不
良

性
貧
血
な
ど
の
血
液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を

救
い
ま
す
。

　

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
患

者
さ
ん
と
骨
髄
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
の
白
血

球
の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）
を
一
致
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
は
兄
弟

姉
妹
間
で
４
分
の
１
、
他
人
で
は
数
百
か
ら

数
万
分
の
１
の
確
率
で
し
か
一
致
せ
ず
、
ま

だ
多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を
受
け
ら

れ
な
い
で
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
バ
ン
ク

登
録
窓
口
」
を
以
下
の
と
お
り
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
健
康
な

方
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
せ　

詳
し
く
は
、
県
庁
薬
務
衛
生
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
９
１
）
ま
た

は
㈶
骨
髄
移
植
推
進
財
団
（
℡
０
１
２
０
―

４
４
５
―

４
４
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
窓
口

●
大
街
道
献
血
ル
ー
ム
（
毎
日
）

　

松
山
市
大
街
道
２
丁
目
６
―

６

　

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
９
０
０

●
宇
和
島
保
健
所
（
火
曜
日
）

宇
和
島
市
天
神
町
７
―

１（
企
画
課
医
療
対
策
係

）

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
街
道
献
血
ル
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
登
録

の
し
お
り
「
チ
ャ
ン
ス
」
を
持
参
す
れ
ば
、

予
約
な
し
で
登
録
で
き
ま
す
）

●
資
格
商
法
と
は

職
場
や
自
宅
に
何
度
も
電
話
を
か
け
て
き

て
「
近
々
、
国
家
資
格
に
な
る
」
「
受
講
す

れ
ば
資
格
が
取
れ
る
」
「
就
職
に
有
利
」
な

ど
と
強
引
に
勧
誘
し
、
講
座
の
受
講
や
高
額

な
教
材
の
購
入
を
迫
る
も
の
で
す
。

●
相
談
の
多
い
資
格
商
品

行
政
書
士
、
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
、
宅

地
建
物
取
引
主
任
者
、
中
小
企
業
診
断
士
な

ど
の
資
格
講
座
・
教
材

●
二
次
被
害
が
増
加

　

以
前
、
電
話
勧
誘
な
ど
で
資
格
講
座
関
連

の
契
約
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方
が「
資
格
を
取

得
す
る
ま
で
契
約
は
終
了
し
て
い
な
い
」と
言

わ
れ
て
新
た
な
資
格
講
座
を
勧
誘
さ
れ
た
り

「
解
約
す
る
に
は
解
約
手
続
が
必
要
」
な
ど
と

偽
り
の
説
明
を
受
け
、解
約
手
数
料
を
払
わ
さ

れ
た
り「
こ
の
通
信
講
座
を
契
約
す
れ
ば
、
別

会
社
と
契
約
し
た
分
も
併
せ
て
返
金
さ
れ
る
」

と
言
わ
れ
て
、
契
約
し
た
り
す
る
『
二
次
被

害
』の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
予
防
と
対
策

・
契
約
し
た
業
者
か
ら
講
座
に
必
要
な
商

品
等
が
引
き
渡
さ
れ
、
支
払
い
が
終

わ
っ
て
い
れ
ば
、
た
と
え
資
格
が
取
れ

て
い
な
く
て
も
契
約
は
終
了
し
て
お

り
、
継
続
や
終
了
の
手
続
き
費
用
は
要

り
ま
せ
ん
。

・
契
約
す
る
意
思
が
な
い
の
な
ら
、
毅
然

と
し
た
態
度
で
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

・
電
話
勧
誘
で
契
約
し
た
場
合
、
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
の

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
あ
り
ま

す
。
困
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
相
談
窓
口

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

詳
し
く
は
、
町
商
工
観
光
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）
ま
た
は
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
℡
０
８
９
―

９
２
５
―

３
７
０
０
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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保健事業のお知らせ（９月）
保
健
福
祉
課
か
ら

平
成
19
年
度「
こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催
の
お
知
ら
せ

  

保
健
福
祉
課
か
ら

５
歳
児
歯
科
表
彰

日
時　

10
月
10
日（
水
）
10
時
〜
15
時

場
所　

宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

愛
媛
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
宇
和
島

支
部
が
「
つ
な
が
り
あ
お
う
心
と
こ
こ
ろ
」

を
テ
ー
マ
に
、
精
神
障
害
者
が
地
域
で
生
活

し
て
い
く
た
め
、
地
域
福
祉
の
現
状
と
課
題

を
探
ろ
う
と
様
々
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
当
日
は
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ

ア
の
体
験
、
枝
廣
篤
昌
㈶
新
居
浜
病
院
副
院

長
に
よ
る
「
笑
い
は
健
康
の
源
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
せ　

詳
し
く
は
、
宇
和
島
保
健
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）
ま
た
は

保
健
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場所 受付時間

基本健診・肺がん
大腸がん
前立腺がん

肝炎ウイルス検査

  9月  5日 水
高畑集会所   ９：３０～１０：３０

赤水公民館 １３：３０～１４：３０

  9月  6日 木
深泥集会所   ９：３０～１０：３０

節崎コミュニティーセンター １３：３０～１４：３０

  9月20日 木
中玉分館 １０：００～１１：００

脇本集会所 １３：００～１４：００

  9月21日 金 東海公民館
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

  9月25日 火 福浦公民館
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

10月  2日 火 平山集会所
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

10月  3日 水 新浦集会所
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

10月  4日 木 久良ふるさとセンター
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

基本健診・肺がん
胃がん・大腸がん
前立腺がん

肝炎ウイルス検査

  9月19日 水 中泊集会所   ８：００～１１：００

胃がん検診

  9月10日 月 東海公民館   ７：００～  ８：３０

  9月14日 金 久良ふるさとセンター   ７：００～  ８：３０

  9月26日 水 福浦漁協   ７：００～  ８：３０

乳・子宮がん検診
　　　　　　　　
　　　　　　　　
骨粗鬆症検診

  9月10日 月 魚神山老人福祉センター １３：００～１４：３０

  9月11日 火
城辺保健福祉センター １３：００～１４：３０

  9月12日 水

  9月13日 木 家串公民館 １３：００～１４：３０

  9月14日 金 内海町民会館 １３：００～１４：３０

  9月18日 火 城辺保健福祉センター １３：００～１４：３０

  9月20日 木
御荘文化センター １３：００～１４：３０

  9月21日 金

  9月25日 火 中浦ふれあい交流館 １３：００～１４：３０

  9月27日 木 赤水公民館 １３：００～１４：３０

  9月28日 金 菊川農村研修センター １３：００～１４：３０

10月  1日 月 御荘文化センター １３：００～１４：３０

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場所 対象年齢

乳児健診   9月11日 火
城辺保健福祉センター

H19年2月1日～
H19年3月31日生

５歳児健診   9月  4日 火
H14年6月1日～
H14年7月31日生

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場所 受付時間

みるくひろば   9月  7日 金 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０

みなみっ子   9月10日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

すくすく相談   9月19日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談   9月20日 木 西海保健福祉センター   ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆その他☆☆☆☆☆☆☆
内　容 月　日 曜日 場所 受付時間

両親学級
「かるがも教室」

  9月  3日 月 城辺保健福祉センター
１４：００～１５：３０

事前申込み

乳児栄養相談   9月  3日 月 城辺保健福祉センター
１３：００～１３：３０

事前申込み

栄養相談   9月14日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問い合せ　保健福祉課　℡７２－１２１２

　

町
で
は
５
歳
児
健
康
診
査
で
む
し
歯
が
０

本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健
診
で
は

18
名
の
受
診
者
の
中
で
４
名
の
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し
て
、

き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

 

田た　

原は
ら　

優ゆ
う　

輝き 

く
ん　

福
浦

　

 

新あ
ら　

谷た
に　

光み
つ　

城き 

く
ん　

御
荘
平
城

　

 

山や
ま　

口ぐ
ち　
　
　

綾
り
ょ
う 

さ
ん　

城
辺
甲

　

 

鈴す
ず　

木き　

ち
ひ
ろ 

さ
ん　

広
見
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税
務
課
等
か
ら
！

９
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

９・１０月行事予定表

一　般　内　科
第２日曜日   9日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

第３日曜日 16日 内海診療所 柏 ☎85-0341

敬 老 の 日 17日 福岡医院 一 本 松 ☎84-3600

秋 分 の 日 23日 竹本医院 城 辺 乙 ☎73-3271

振 替 休 日 24日 中浦診療所 中　　浦 ☎75-0503

第５日曜日 30日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001

第１日曜日   7日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

体 育 の 日   8日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

９月の当直医

救　急　担　当
日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

１０月の当直医

日 曜 時　間 行事名 場所

5 水 １３：００～１５：００
行政相談
（内海地域）

DE・あ・い・２１

9 日 １４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

12 水

１３：００～１５：００
行政相談

（城辺・一本松・西海地域）
城の辺学習館

他

１８：３０～２０：３０ 人権啓発講演会
御荘文化
センター

13 木     ９：３０～
平成19年第３回
愛南町定例議会

議場

15 土 １４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

16 日
１４：００～１５：００

作って遊ぼう
（幼児親子対象）

御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

18 火

１０：００～１５：３０ 年金一日相談
商工会城辺支

所

１９：３０～２１：００
家庭「共育」講座
（人権・同和教育）

御荘文化
センター

20 木

１０：００～１５：００ 人権相談 城の辺学習館

愛媛スポレク祭
2007クロッケー予選

南レク御荘
グラウンド

21 金 １９：３０～２１：００
つくし会

（人権・同和問題学習会）
大森文化会館

22 土 １１：００～
スキューバダイビング

交流会
船越

23 日
    ９：００～１５：００

スキューバダイビング
交流会

船越

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

29 土     ９：３０～１５：００ 愛南ウォッチング 山出・僧都地区

30 日
    ９：００～１５：３０

第３回愛南町スポーツ
少年大会剣道競技

一本松交流
促進センター

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

１０月

6 土

１３：３０～１５：３０
女性のための
防災学習会

御荘文化
センター

１４：００～１６：００
どろんこサッカー大会
フォトコンテスト
公開審査会

篠山小体育館

7 日 １５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

8 月 １４：００～
愛媛FC対大分トリニータ
（サテライトリーグ）

宇和島市丸山公園
陸上競技場

　　　子育てサークル
　「こあら」御荘保育所 
　　毎週月・水・金曜日
　　 ８：００～１３：００ 
　 ※9/21・28は夢創造館
（9：00～14：00）で開催 
　　 ※9/17・24は休み

国

民

健

康

保

険

税

4期分/10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、

駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月

末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　５日・１２日・１９日
水曜日の　AM8：30～10：00
１０月の引取日は、
 　３日・１０日・１７日・３１日
水曜日の　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本庁または各支
所まで連れてきてください。詳しくは、環境衛生課（℡72－
7316）または各支所地域振興課まで問い合せください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、

日
土
・
古
月
・
脇
本
各
集
会
所

9/27
10/29

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛

南
町
役
場
、
山
出
・
駄
場
・
豊
田
各
集
会
所

9/25
10/25

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦

盛
各
集
会
所

9/21
10/23

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・

内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

9/19
10/19

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所

手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久

家
各
集
会
所

9/14
10/17

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・

中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

9/12
10/15

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越

運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ

ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・
各
集
会
所

9/10
10/11

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節

崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町
各
集
会
所

9/7
10/9

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長

崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

9/5
10/4

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公

民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

9/3
10/2

９、１０月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

家串
保育所
園児

長崎
保育所
園児

菊川
保育所
園児

柏
保育所
園児

　一本松病院で、単調な入院生活を送られている患者さんを元気づけようと「七夕会」が開催され、一本
松保育所園児19名の歌と踊りや職員による「猿回し」などの楽しい踊りに、患者の皆さんも笑顔で楽しい
一時を過ごされていました。

みんな元気になってね
8/8
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7/29、8/11・12 身近に感じる青い海!

　須ノ川海岸で、波や潮風を肌で感じてのんびりと海の散歩を楽しむ「シーカヤックワンディ塩子島ツアー(往復

6km)」(御荘B&G海洋センター職員が指導)、手に触れるぐらいの距離で熱帯魚やサンゴ礁を楽しめる「スノーケ

リング探検隊」が開催され、大阪府や香川県などの遠方から、計48名の方が須ノ川のマリンスポーツを満喫され

ました。

に け ー し ょ ん

8/8

　四国4県で、道路を一斉に歩きながら清掃活動をし

ようと「88クリーンウォーク四国」が開催されました。

　町役場職員組合が同イベントへの参加を呼びか

け、内海・御荘・城辺・一本松地域の国道56号沿線、

西海地域の県道等で、約310名の町職員が空き缶など

の不法投棄ゴミの回収作業を行いました。

美しい町をめざして! 8/10 輝け、虹の灯り!

　須ノ川公園で「虹の灯りプロジェクト実行委員会」

(兵頭堅
けん

次
じ

会長ほか30名)が、虹色のヒオウギ貝を飾っ

た手作りのキャンドルで同公園を彩ろうと「虹の灯り

プロジェクト‘07」を開催しました。同イベントは「内

海夏まつり」が実施されていた10日に、特産品のヒオ

ウギ貝を活用した地域の活性化をめざして実施され

たもので、参加者も新たなヒオウギ貝の魅力を再発見

する機会となったようでした。

　今後も、七色のヒオウギ貝のように、より多くの住

民が楽しく、それぞれ輝けるイベントに発展すること

を願っています。
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愛 南 こ み ゅ

7/27 御荘湾に花火が浮かんだよ!

　(財)正光会御荘病院

で、恒例の「第21回夏

祭り」が催され、平山

地区漁協青年部や南

宇和ライオンズクラブ、

ありんこくらぶほか17

団体による物産販売や

金魚すくい、射的ゲー

ムなどが出店され、華

やかな浴衣姿の親子連れで賑わっていました。また

「浴衣美人とじんべえ大将コンテスト」や愛媛女子

短期大学の沖縄伝統芸能部「エイサー」による太鼓演

奏では、ラジオ番組等で活躍する「らくさぶろう」さん

の軽妙な話術で、大いに盛り上がり、最後は、御荘湾

に浮かぶ幻想的な200発の花火を多くの見物客が楽

しみました。

7/16 城辺商店街に来てね!

　町商工会城辺支所で、城辺商店街振興会(63店が加盟)主催の「城辺ふれあい夜市」が開催され、町商工会青

年部の皆さんによる「焼きそば」などの物産販売の他、多くの子どもたちが、射的ゲームや金魚すくい、輪投げ

などを楽しんでいました。

　また、御荘郷総鎮守諏訪神社の「輪ぬけ祭り」も行われ、参加者も豊田神楽保存会の古式ゆかしい奉納舞

を、足を止めて鑑賞していました。

7/30 夢膨らませ、オーストラリアへ!

　町内7校の中学生20名が「第3回町中学生海外研修

事業」の結団式に臨み、期待と不安に胸膨らませてオー

ストラリアのブリスベン(7/30～8/8)に出発しました。

　結団式で、谷口町長が「異国の地での様 な々経験が、

皆さんの生涯にプラスに作用することを期待していま

す。この研修では、何事も積極的にチャレンジするこ

と、そして、元気に帰国することを目標に、楽しく学んで

きてください」と、激励のあいさつをしました。

8/4・5 生きる力を磨こう!
　DE・あ・い・21で愛南

町を舞台にした映画「日

‐hitsuki‐月」上映会が行

われ、約150名が鑑賞しま

した。

　この映画は、武蔵野美

術大学院で映像制作を学んだ杉田このみさん(松山

市出身)が制作したもので、「由良衛所」を舞台に戦

時中の若者と現在の若者の「死」を対比させ、命の尊

さ、平和の大切さを描いた映画でした。
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7/28・29
中学生の部

　

南
レ
ク
城
辺
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
で
「
愛
南
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
7
」
が
開
催
さ
れ
、
県
外
か
ら
は
大
分
、
宮
崎
県
な
ど
、
県

内
は
松
山
市
な
ど
か
ら
強
豪
チ
ー
ム
を
迎
え
、
小
学
生
の
部
は
、
4
年
生
以
下
の
部
に
14
、
6
年
生
以
下
の
部
に
16
、
中
学
生
の
部
に
12
の
計

42
チ
ー
ム
が
参
加
し
、夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、町
内
チ
ー
ム
は
上
位
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

多
く
の
強
豪
チ
ー
ム
と
試
合
、
交
流
し
た
こ
と
を
今
後
の
チ
ー
ム
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
優
勝
チ
ー
ム
の
み
掲
載
】

〈
小
学
生
の
部
〉

4
年
生
以
下
の
部

八
幡
浜
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
八
幡
浜
市
）

6
年
生
以
下
の
部

素
鵞
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
松
山
市
）

〈
中
学
生
の
部
〉

南
第
二
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
（
松
山
市
）

夏
の
熱
い
戦
い
!

ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
7/21・22
小学生の部

6 年生以下の部優勝
素鵞サッカースポーツ少年団 ( 松山市 )

中学生の部優勝
南第二中学校サッカー部 ( 松山市 )

　

御
荘
中
学
校
体
育
館
で
「
第
3
回
愛
南
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
大
会
」
（
6
人
制
男

子
）
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
6
チ
ー
ム
に
よ
る
総
当
り
戦
が
行
わ
れ
、
ど
の
試
合
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

優
勝　

南
宇
和
ク
ラ
ブ
B

ノ
ー
タ
ッ
チ
エ
ー
ス
賞　

モ
ー
レ
ツ
御
荘
教
員

勝
因
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
!

7/

10～18御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
水
中
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
大
会
「
ア
ク
ア

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
2
0
0
7
」
（
B
&
G
財
団
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
水
泳
競
技
だ
け
で
な
く
、
水
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら

う
の
が
目
的
で
、
「
水
中
4
人
5
脚
」
や
「
浮
輪
で
G
O
!
」
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
ら
は
、
プ
ー
ル
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

水
は
と
も
だ
ち
!

8/

1

優勝　南宇和クラブＢ
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中学生女子  優勝 一本松中学校 

気
合
い
で
一
本
!

8/

5

　

一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
「
第
24
回
四
国
西
南
地
区
少
年
剣
道
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
小
中
学
生
の
剣
士
、
約
5
0
0
名
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
本
町
選
手
の
み
掲
載
】

○
個
人
戦

小
学
生
男
子

3
位

濵
田
将ま

さ

志し

（
深
浦
）

3
位

三
堂
裕ゆ

う

弘こ

う

（
久
良
）

小
学
生
女
子

優
勝

島
津
亜あ

理り

紗さ

（
一
本
松
）

準
優
勝

松
田
華か

苗な

え

（
城
辺
）

3
位

久
德
真ま

子こ

（
城
辺
）

3
位

平
田
和

の
ど
か

（
深
浦
）

○
団
体
戦

小
学
生
低
学
年

優
勝

平
城
剣
道
会

準
優
勝

一
本
松
剣
道
会

小
学
生
高
学
年

優
勝

一
本
松
剣
道
会

準
優
勝

城
辺
子
供
剣
道
会

中
学
生
男
子

準
優
勝

一
本
松
中
学
校

中
学
生
女
子

優
勝

一
本
松
中
学
校

準
優
勝

城
辺
中
学
校

○
南
宇
和
剣
道
会
長
賞

小
学
生

島
津
亜あ

理り

紗さ

（
一
本
松
）

元気いっぱい！元気いっぱい！

小学生高学年 優勝 一本松剣道会 

小学生低学年 優勝 平城剣道会 

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
や
御
荘
湾
で
、
県
内
9
施
設
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
「
第
28
回
B
&
G
ス
ポ
ー
ツ
大
会
愛
媛
県
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
水
泳
や
剣
道
、
水
上
の
各
部
門
で
各
種
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
選
手
も
、
全
種
目
に
参
加
し
、
好
成
績
を
収
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い
友
と
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

8/

7

　

愛
媛
県
総
合
運
動
公
園
相
撲
場
で
開
催
さ
れ
た
「
2
0
0
7
愛
媛
県
小
学
生
相
撲
選
手
権
大

会
」
に
お
い
て
、
本
町
の
チ
ビ
ッ
コ
力
士
が
大
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
本
町
選
手
の
み
掲
載
】

○
団
体

準
優
勝

御
荘
（
山
木
、
松
田
、
三
原
、
尾
﨑
、
近
平
）

3
位

愛
南
A
（
濵
田
、
都
築
、
山
木
、
片
山
、
岩
村
）

○
個
人

優
勝

1
年

片
山
顕け

ん

吾ご

（
城
辺
）

準
優
勝

3
年

都
築
汰た

い

知ち

（
赤
水
）

5
年

尾
﨑
元げ

ん

輝き

（
平
城
）

6
年

岩
村
孔こ

う

成せ

い

（
一
本
松
）

3
位

2
年

濵
田
恭

き
ょ
う

輔
す

け

（
赤
水
）

チ
ビ
ッ
コ
力
士
、
大
活
躍
!

8/

5

3 位 愛南 A 

準優勝 御荘 
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心配ごと相談室
　無料で弁護士と民生児童委
員１名が相談をお受けします。

11月13日
午後２時～４時　
御荘老人福祉センター

　無料で民生児童委員２名が日
常生活でかかえる心配ごとの相
談をお受けします。
９月８日・26日
午後２時～４時
御荘老人福祉センター

福祉法律相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合せください。

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

「
新
規
開
業
ロ
ー
ン
」の
ご
案
内

国
民
生
活
金
融
公
庫
か
ら

◆
西
海
俳
句
会

声
な
じ
み
と
な
り
老
鶯
の
応
援
歌　

鈴
木　

泊
舟

荒
庭
に
何
を
待
つ
の
か
立
葵　

鈴
木　

泊
舟

渡
船
客
す
っ
か
り
途
絶
ゆ
台
風
後　

吉
田　

久
江

梅
雨
し
と
ど
憂
き
こ
と
こ
の
頃
重
な
り
て　

利
根
早
智
江

風
鈴
や
碧
水
の
声
風
の
鈴　

吉
田　

朝
子

伏
せ
て
あ
る
八
犬
伝
や
昼
寝
の
子　

吉
田　

寅
恵

屋
根
高
く
烏
賊
干
す
家
々
盆
近
し　

吉
田　

弘
定

◆
御
荘
俳
句
会

笹
鳴
や
道
は
く
る
り
と
い
ろ
は
坂　

加
洲
勢
津
子

陽
の
さ
し
て
ピ
ア
ノ
の
奥
の
春
埃
ほ
こ
り　

　

尾
崎　

松
惠

あ
ぢ
さ
ゐ
の
ま
り
を
重
ね
て
古
井
筒　
　
　

菊
池　

静
子

絵
手
紙
の
図
柄
か
は
り
て
冬
初
め　

山
本　

金
子

鈴
の
音
の
通
り
す
ぎ
ゆ
く
春
の
山　

島
津　

三
甫

◆
檳
榔
子

子
の
九
九
の
躓
つ
ま
ず

い
て
を
り
百
ひ
ゃ
く
に
ち
こ
う

日
紅　

吉
田
モ
ミ
ヱ

花
火
果
て
浦
里
の
灯
の
残
り
け
り　

小
島　

泰
子

梅
雨
長
し
遊
ぶ
子
も
な
き
水
溜
り　

若
林
八
重
子

合ね

む歓
咲
い
て
ふ
と
口
ず
さ
む
子
守
唄　
　
　

山
口　
　

菫

朝あ
さ

涼す
ゞ

や
牛
乳
瓶
の
触ふ

る
る
音　

浜
野　

康
子

片
言
で
小こ

し
ゃ
く癪
な
こ
と
を
夏
帽
子　

工
藤
ミ
ヱ
子

夕
暮
れ
て
風
が
風
追
ふ
青
田
波　

三
好
ミ
キ
ヱ

夏
場
所
や
い
つ
も
の
桝ま

す席
を
溢
れ
し
め　
　

大
西　

邦
彦

収
拾
の
つ
か
ぬ
事
態
や
行

ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う
し

々
子　

大
和
田
い
そ
子

一
銭
が
駄
賃
の
こ
ろ
や
か
た
つ
む
り　
　
　

山
岡　

桑
史

◆
御
荘
短
歌
会

夢
の
中
に
我
が
亡
き
母
も
亡
き
夫
も
無
言
で
去
り
ぬ
縁
無
き
ご
と
く　

市
川
コ
マ
ヱ

夕
食
の
運
ば
れ
て
く
る
を
待
つ
間
娘
等
の
話
す
を
楽
し
み
て
聞
く　

佐
藤　

久
子

巡
礼
の
旅
に
た
ち
寄
り
清
流
に
冷
や
し
て
商
ふ
「
ラ
ム
ネ
」
求
め
き　

斉
藤
ト
ミ
子

リ
ウ
マ
チ
に
捩ね

じ

れ
し
手
指
ふ
る
わ
せ
て
荼だ

び毘
の
点
火
す
八
十
の
叔
母
は　
　
　

宮
下
喜
久
子

言
ひ
合
ひ
て
言
葉
交
さ
ぬ
夫
の
傍
に
熱
き
レ
モ
ン
テ
ィ
ひ
そ
か
に
置
き
ぬ　
　

高
橋
千
代
子

次
の
と
お
り
、
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
項
目

資　

格

受
付
期
間

試
験
日（
１
次
）

看
護
学
生

高
卒（
見
込
含
）

24
歳
未
満
の
方

９
月
７
日
〜
28
日

10
月
14
日（
日
）

防
衛
大
学

学
生

一
般

高
卒（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
方

９
月
７
日
〜
28
日

11
月
10
日（
土
）・

11
日（
日
）

推
薦

高
卒（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
方

９
月
５
日
〜
７
日

９
月
23
日（
日
）・

24
日（
月
）

防
衛
医
科
大
学
校

学
生

高
卒（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
方

９
月
７
日
〜
28
日

11
月
３
日（
土
）・

４
日（
日
）

　

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所（
℡
０
８
９
５
―

３
２
―

４
０
７
４
）

ま
た
は
総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
新
規
開
業
ロ
ー
ン
」
は
、
新
た
に
事
業
を
始
め
る
方
、
す
で
に
創
業
さ
れ
て
い
る
方
（
概
ね

５
年
以
内
）
を
対
象
に
し
た
融
資
制
度
で
す
。
ま
た
「
創
業
の
手
引
き
や
事
例
集
」
な
ど
、
創
業

を
お
考
え
の
方
向
け
の
参
考
資
料
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
融

資

額　

７
，２
０
０
万
円
以
内

●
返
済
期
間　

運
転
資
金
５
年
以
内
、
設
備
資
金
15
年
以
内

●
利　

率　

年
２
・
６
０
％
（
平
成
19
年
８
月
10
日
現
在
）

※
平
成
19
年
４
月
よ
り
、
廃
業
歴
等
の
あ
る
方
で
創
業
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し

た
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
資
金
」
も
取
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
せ　

詳
し
く
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
宇
和
島
支
店
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
７
６
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（７月受付分）

（７月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
「
第
16
回
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
え
ひ
め
」
開
催
の
お
知
ら
せ
！

警
察
官
募
集
の
お
知
ら
せ
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

県立南宇和病院　眼科 

高橋　直
なお

巳
み

　先生

　昨年は県立中央病院に勤務し、今年の４

月に赴任しました。

　現在、週２日から３日は、２診（１診は

県立中央病院からの派遣医師）、その他の

日は１診の体制で診察を行っています。手

術は火曜日13時からで、白内障を中心に翼状片、眼瞼下垂などの

手術をしています。また、ほかに緑内障手術にも対応できます。

　日本の緑内障の発症頻度は、40歳以上で17人に１人という

研究結果がありますが、ご存知ですか。緑内障は、自覚症状の

わかりにくい病気です。40歳以上の方で、眼科を受診された

ことがないようであれば検診を是非お勧めします。ほかに見え

にくさを感じた方、異物感・痛みを感じた方などは、気軽に受

診してください。スタッフとともに目に関することであればな

んでも対応させていただきます。

日　

時　

９
月
30
日（
日
）
11
時
〜
15
時
30
分

場　

所　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
東
川
町
乙
４
４
―

７)

内　

容　

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
動
物
な
ん
で
も
相
談
、

ク
イ
ズ
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
入
場
無
料
）

※
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
行
く
方
は
、
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
し
、
他
の
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
飼
い
主
の

責
任
に
お
い
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
９
―

９
７
７
―

９
２
０
０
）
又
は
環
境
衛
生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

次
の
と
お
り
、
警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。

区　

分

受
験
資
格

受
付
期
間

１
次
試
験

警
察
官

（
高
卒
程
度
）
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
で
、
17
〜
30
歳
未
満
の
方

（
大
学
卒
業
者
又
は
大
学
卒
業
見
込
者
は
除
く
。）

８
月
22
日（
水
）〜

９
月
10
日（
月
）

10
月
14
日（
日
）

詳
し
く
は
、
愛
南
警
察
署
（
℡
７
２
―

０
１
１
０
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から

　特製ペットボトルに飾られたヒオウギ貝の幻想的な灯りを楽しむ

「虹の灯りプロジェクト‘07」の様子です。この日は、須ノ川公園

の調整池も、暗闇に浮ぶ色鮮やかなキャンドルに魅せられたロマン

ティックな場所となりました。

編 集 後 記
　終戦後 62 年を迎えた

今、大学生の約 4割が『8

月 15 日は「何の日」なの

か。「いつ広島と長崎に原

子爆弾が投下されたのか」

を知らない』といわれて

います。

　今、私たちは、食べる

ものや欲しいものを簡単

に手に入れることができ

ます。しかし、ある一時

期には、戦争により「生

きる」ことが困難な時代

がありました。そんな時

代からの復旧、その先人

たちの努力の上に、今日

の何不自由のない平和な

社会があることを忘れて

はいけません。

　次代をつなぐ私たちに

課せられた使命は、今、

同じ日本人として、戦争

の事実を風化させず、そ

の事実から、恒久平和を

願う心を養うことではな

いでしょうか。

　今月号では [ あの時、

あの記憶・・] というコー

ナーを新設し、戦争体験

をされた方々に、悲惨な

戦争の実態を語っていた

だきました。このコーナー

が、各世代をつなげ、争

いのない平和な社会へ向

けた取組みの一歩となれ

ばと願っています。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214　HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

愛南町の人口
（平成１９年８月１日現在）

世帯数　11,116 戸　
人口　   26,889 人
　男　   12,559 人
　女      14,330 人
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